
日
本
共
産
党
都
議
団
は
、
都
民

の
台
所
で
あ
る
築
地
市
場
を
、

発
ガ
ン
物
質
で
汚
染
さ
れ
た
東

京
ガ
ス
豊
洲
工
場
跡
地
に
移
転

す
る
石
原
知
事
の
方
針
に
当
初
か

ら
反
対
し
、
築
地
市
場
を
改
築
す

る
よ
う
に
主
張
し
て
市
場
関
係
者

た
ち
と
運
動
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。し

か
し
石
原
知
事
に
次
ぐ
歴
代

知
事
の
下
で
も
、
新
市
場
の
建
設

が
強
引
に
す
す
め
ら
れ
、
除
染
費

用
や
建
設
費
の
高
騰
で
の
入
札
に

お
け
る
ゼ
ネ
コ
ン
と
の
癒
着
疑
惑

や
「
盛
り
土
」
で
の
都
民
だ
ま
し

な
ど
、
多
く
の
問
題
が
都
民
の
目

か
ら
隠
蔽
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

小
池
新
知
事
の
移
転
延
期
の
決

定
を
機
に
、
共
産
党
都
議
団
が
豊

洲
新
市
場
を
調
査
し
た
結
果
、
主

要
な
建
物
の
下
に
大
き
な
空
間
が

発
見
さ
れ
、
そ
こ
に
溜
ま
っ
た
水

か
ら
ヒ
素
や
六
価
ク
ロ
ム
が
検
出

さ
れ
ま
し
た
。

地
下
の
映
像
の
提
供
や
水
質
の

検
査
、
建
設
設
計
図
の
入
手
な
ど
、

都
政
の
闇
に
迫
る
共
産
党
都
議
団

の
抜
群
の
調
査
力
が
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

（
写
真
は
、
共
産
党

都
議
団
提
供
）

小
池
知
事
は
、
都
政
改
革
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
、
東
京
五
輪
も

テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
し
ま
し
た
。

私
た
ち
都
議
団
は
、
こ
れ
ま
で

も
東
京
五
輪
は
都
民
と
ア
ス
リ
ー

ト
に
優
し
い
も
の
に
と
い
う
立
場

で
、
繰
り
返
し
既
存
施
設
の
活
用

や
会
場
整
備
の
見
直
し
を
提
案
し

て
き
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
小

池
知
事
に
対
し
て
、
五
輪
費
用
の

削
減
と
透
明
化
に
む
け
た
提
言
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

五
輪
開
催
経
費
は
当
初
計
画
で

は
、
７
千
３
百
億
円
。
と
こ
ろ
が

昨
年
か
ら
舛
添
知
事
（
当
時
）
は

２
〜
３
兆
円
か
か
る
と
し
都
の
税

金
負
担
を
拡
大
。
す
で
に
都
負
担

は
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い
る
だ
け

で
も
当
初
計
画
の
２
倍
以
上
、
３

千
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。
し
か

も
、
都
民
の
貴
重
な
晴
海
の
都
有

地
は
、
選
手
村
と
し
て
整
備
す
る

の
で
す
が
、
５
４
０
億
円
も
か
け

イ
ン
フ
ラ
整
備
し
、
1
㎡
わ
ず
か

約
10
万
円
で
民
間
業
者
に
売
却
す

る
の
で
す
。

選
手
村
と
し
て
の
使
用
後
は
、

民
間
事
業
者
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
改

修
し
て
販
売
、
莫
大
な
利
益
を
得

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
五
輪
が
終

わ
れ
ば
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
だ
け
が

大
も
う
け
で
は
、
誰
の
た
め
の
五

輪
か
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

小
池
知
事
が
指
示
し
た
調
査
・

検
討
を
は
じ
め
る
に
あ
た
り
共
産

党
都
議
団
は
、
五
輪
費
用
を
め
ぐ

る
経
過
に
つ
い
て
都
民
に
全
面
的

に
明
ら
か
に
し
、
透
明
化
を
図
る

と
と
も
に
費
用
削
減
に
む
け
見
直

す
こ
と
を
具
体
的
に
提
言
し
ま
し

た
。今

後
も
引
き
続
き
、
具
体
的
な

提
案
を
し
て
い
き
ま
す
。

都
民
の
切
実
な
要
求
は
渦
巻
い

て
い
ま
す
。
私
た
ち
都
議
団
は
小

池
知
事
に
対
し
て
、
す
で
に
「
転

落
事
故
防
止
の
た
め
の
緊
急
対
策

と
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
促
進
に
つ

い
て
の
申
し
入
れ
」
や
、
「
築
地

市
場
の
11
月
豊
洲
移
転
計
画
の
抜

本
的
再
検
討
を
求
め
る
申
し
入
れ
」

な
ど
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

豊
洲
新
市
場
の
施
設
や
汚
染
対

策
の
現
状
の
調
査
に
も
と
づ
い
た

資
料
を
マ
ス
コ
ミ
に
も
提
供
し
ま

し
た
。

み
な
さ
ん
と
共
に
、
引
き
続
き

都
民
が
主
人
公
の
都
政
実
現
に
全

力
で
頑
張
り
ま
す
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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実
り
の
秋
を
迎
え
る
東

北
・
北
海
道
に
連
続
し
て

襲
来
し
た
台
風
は
、
死
者

も
出
る
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
▼
01
年
以

降
、
５
８
８
４
億
円
も
の
巨
額
な

血
税
を
投
入
し
た
豊
洲
市
場
へ
の

移
転
は
、
就
任
し
た
ば
か
り
の
小

池
知
事
の
決
断
で
延
期
さ
れ
た
だ

け
で
な
く
、
思
わ
ぬ
方
向
に
展
開

し
て
い
ま
す
▼
そ
こ
で
は
、
都
当

局
の
不
当
な
制
止
を
乗
り
越
え
て

実
地
調
査
し
た
共
産
党
都
議
団
の

先
見
的
な
役
割
が
、
連
日
の
マ
ス

コ
ミ
報
道
に
よ
っ
て
も
鮮
明
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
す

べ
て
の
税
金
の
ム
ダ
遣
い
と
利
権

が
ら
み
の
公
共
事
業
の
実
態
解
明

が
求
め
ら
れ
ま
す
▼
９
・
19
「
戦

争
法
」
強
行
採
決
か
ら
１
年
。
安

倍
政
権
は
、
稲
田
防
衛
相
の
も
と

で
、
戦
争
法
で
容
認
さ
れ
た
集
団

的
自
衛
権
行
使
の
た
め
に
、
11
月

に
南
ス
ー
ダ
ン
に
派
遣
さ
れ
る
自

衛
隊
員
に
、
「
駆
け
つ
け
警
護
」

「
治
安
維
持
」
な
ど
の
任
務
で
予

想
さ
れ
る
戦
闘
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
若
者
が
海
外
で
「
殺
し
」

「
殺
さ
れ
る
」
こ
と
は
絶
対
に
許

さ
な
い
決
意
で
、
「
敬
老
の
日
」

に
老
躯
を
抱
え
た
仲
間
た
ち
と
国

会
前
に
座
り
込
み
ま
し
た
▼
沖
縄

で
は
、
東
村
、
国
頭
村
で
の
米
軍

ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
工
事
用
の
重
機

搬
入
に
座
り
込
ん
で
抗
議
す
る
島

民
た
ち
の
頭
上
に
、
自
衛
隊
ヘ
リ

を
出
動
さ
せ
ま
し
た
。
民
意
を
踏

み
に
じ
る
暴
政
を
阻
止
す
る
た
め

に
、
10
月
23
日
の
東
京
10
区
、
福

岡
６
区
の
衆
院
補
選
で
、
試
さ
れ

ず
み
の
野
党
共
闘
の
威
力
が
発
揮

さ
れ
る
こ
と
が
切
実
に
期
待
さ
れ

ま
す
。

昨
年
4
月
、
増
え
続
け
る
児
童

に
対
応
す
る
た
め
に
豊
洲
西
小
学

校
が
開
校
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
わ
ず
か
１
年
半
で
、

同
校
の
北
側
に
16
教
室
分
の
校
舎

を
増
設
す
る
計
画
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

◇

◇

現
在
の
校
舎
に
隣
接
す
る
土
地

に
新
た
に
１
２
０
０
戸
の
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
に
、
そ
の
収
容
対
策
か
ら
開

発
事
業
者
か
ら
校
舎
を
作
る
分
だ

け
土
地
を
提
供
し
て
も
ら
っ
た
と

い
い
ま
す
。

豊
洲
西
小
で
は
、
プ
ー
ル
や
体

育
館
を
地
域
開
放
型
と
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
校
庭
が
大
変
狭
く
、
ト

ラ
ッ
ク
は
１
周
１
２
０
メ
ー
ト
ル
、

運
動
会
を
見
に
来
た
保
護
者
は
教

室
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
声
援
を
送
っ

た
と
い
い
ま
す
。

今
後
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
す
す

み
児
童
数
が
増
加
す
れ
ば
、
子
供

た
ち
が
校
庭
で
思
い
切
り
体
を
使
っ

て
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
の

が
心
配
で
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
を
呼
び
込
む

一
方
で
保
育
や
教
育
な
ど
の
施
設

が
足
り
な
く
な
っ
た
ら
後
追
い
で

間
に
合
わ
せ
る
、
こ
ん
な
「
ま
ち

づ
く
り
」
は
見
直
す
べ
き
で
す
。

民
間
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
な
ど

は
公
共
施
設
の
受
け
入
れ
可
能
な

範
囲
内
に
規
制
し
て
、
子
育
て
や

教
育
、
公
園
、
商
業
な
ど
公
共
公

益
施
設
用
地
を
優
先
的
に
確
保
し
、

さ
ら
に
将
来
を
見
越
し
た
高
齢
者

施
設
用
地
も
確
保
す
る
な
ど
、

「
人
が
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ

く
り
」
に
切
り
替
え
る
べ
き
で
す
。

開
校
２
年
で
校
舎
増
築
計
画

問
わ
れ
る
区
の
「
ま
ち
づ
く
り
」 日

本
共
産
党
都
議
会
議
員

あ

ぜ
上

三
和
子

■
コ
ン
パ
ク
ト
な
五
輪
に

■
都
民
要
求
に
応
え
て

将
来
を
見
越
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
計
画
を

現
状
で
も
狭
い
校
庭

運
動
会
の
応
援
も
教
室
か
ら

─
疑
惑
に
ま

み
れ
た

築
地
市
場
の

豊
洲
移
転
─

【
訂
正

】

あ
ぜ
上
都
議
の
特
別
寄
稿
（
上

）

の
■
安

心
し

て
…
か

ら

11
行
目

、

「
都
市

計
画

道
路
計

画
で

」
を

、

「
都
市

計
画

道
路
な

ど
」

に
訂

正

し
ま
す

。

【
写
真
】
豊
洲
新
市
場

の
地
下
空
間
を
調
査
す

る
都
議
団
（
右
・
あ
ぜ

上
三
和
子
都
議
）



１
９
２
３
年
９
月
１
日
、

関
東
地
方
を
襲
っ
た
Ｍ
７
・

９
の
大
地
震
に
よ
り
死
者
・

行
方
不
明
者
12
万
余
の
大
災

害
と
な
っ
た
関
東
大
震
災
。

そ
の
混
乱
の
さ
な
か
に
時
の

政
府
は
戒
厳
令
を
布
告
し

「
朝
鮮
人
が
井
戸
に
毒
を
投

げ
入
れ
た
」
な
ど
と
デ
マ
を

流
し
軍
隊
や
警
察
、
自
警
団

の
手
で
多
数
の
朝
鮮
人
、
中

国
人
が
虐
殺
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
被
災
者
の
救
援
活

動
を
し
て
い
た
川
合
義
虎

（
日
本
共
産
青
年
同
盟
初
代

委
員
長
）
ら
10
〜
30
代
の
青

年
運
動
や
労
働
運
動
の
活
動

家
10
名
が
、
亀
戸
警
察
署
に

連
行
さ
れ
軍
隊
の
手
に
よ
っ

て
虐
殺
さ
れ
た
、
近
代
史
に

拭
い
き
れ
な
い
汚
点
を
残
す

権
力
犯
罪
で
す
。
そ
の
後
日

本
帝
国
主
義
は
中
国
へ
の
侵

略
を
開
始
し
て
い
き
ま
し
た
。

追
悼
の
挨
拶
で

あ
ぜ
上
三
和
子
都

議
は
、
安
倍
政
権

の
憲
法
改
悪
の
動

き
に
、
参
院
選
で

史
上
始
め
て
全
国

32
の
選
挙
区
で
市

民
と
野
党
の
共
闘

が
実
現
し
、
11
選

挙
区
で
議
席
を
獲

得
し
た
こ
と
を
報

告
。
歴
史
の
逆
行

を
許
さ
な
い
運
動

を
発
展
さ
せ
る
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

ま
た
民
青
同
盟
中
央
委
員

の
中
山
歩
美
さ
ん
は
、
青
年

が
主
権
者
と
し
て
の
自
分
の

価
値
に
目
覚
め
、
政
治
に
声

を
上
げ
る
変
化
が
全
国
で
生

ま
れ
て
お
り
、
希
望
あ
る
社

会
を
青
年
自
ら
の
力
で
勝
ち

取
る
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

追
悼
会
終
了
後
、
全
員
で

「
亀
戸
事
件
犠
牲
者
追
悼
碑
」

に
献
花
し
ま
し
た
。

東
京
都
連
合
会
の
坂
口
忠

男
会
長
は
開
口
一
番
、
「
ど

う
い
う
時
期
に
大
会
が
開
か

れ
る
か
を
理
解
し
よ
う
」
と

呼
び
か
け
、
昨
年
来
の
戦
争

法
反
対
の
運
動
で
世
の
中
が

大
き
く
動
き
、
「
変
化
を
自

分
の
目
で
確
か
め
ら
れ
る
時

代
」
と
実
感
し
て
い

る
人
が
多
い
こ
と
、

8
月
に
天
皇
は
「
深

い
反
省
」
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
表
明
し
、
多
く

の
高
齢
者
も
「
自
分

た
ち
の
元
気
な
う
ち

に
世
の
中
が
変
わ
る

か
も
」
と
、
炎
天
下

で
署
名
な
ど
の
行
動

に
立
ち
上
っ
た
こ
と

を
強
調
し
ま
し
た
。

国
民
の
各
世
代
の

貧
困
が
浮
き
彫
り
に
な
る
中
、

さ
ら
な
る
社
会
保
障
解
体
を

狙
う
安
倍
政
権
に
つ
い
て
、

坂
口
氏
は
「
女
子
高
生
の
間

で
流
行
っ
て
い
る
『
ア
ベ
過

ぎ
る
』
と
は
、
人
の
言
う
こ

と
を
聞
か
ず
好
き
な
こ
と
を

や
っ
て
し
ま
う
人
の
こ
と
」

と
会
場
を
笑
わ
せ
な
が
ら
、

「
貧
困
と
格
差
拡
大
の
中
で

進
め
ら
れ
て
い
る
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
は
、
ア
メ

リ
カ
と
一
緒
に
戦
争
す
る
国

へ
進
む
道
で
す
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
坂
口
氏
は
、
一
人

暮
ら
し
の
老
人
は
年
金
無
し

の
例
も
あ
り
、
食
費
、
光
熱

費
を
減
ら
し
、
お
風
呂
も
減

ら
す
。
人
と
の
交
際
を
絶
ち
、

葬
式
に
も
お
金
が
な
く
て
行

か
な
い
と
な
る
と
、
誰
も
声

を
か
け
な
く
な
り
孤
立
し
て

い
く
。
そ
し
て
孤
独
死
に
つ

な
が
る
。
「
幸
せ
を
願
っ
て

も
、
そ
れ
を
阻
む
状
況
が
あ

る
」
と
、
孤
独
を
打
開
し
て

日
常
要
求
実
現
の
活
動
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

江東の下町一帯は、1945(昭和20)年３
月10日の大空襲で壊滅的な被害をうけま
した。僅か一夜で死者推定10万人、被災
者100万人、未曽有の悲惨なものでした。
江東地区では、死者８万人余、広島、長

崎の原爆被害に匹敵する大惨事でした。

当時の大本営発表は「都内各地ニ火災ヲ

生ジタルモ、宮内省主馬寮ハ２時35分、
其ノ他ハ８時頃迄ニ鎮火セリ」というも

のでした。

９日夜半に B29、334機が上空に侵入
した時、警報は出されず、深川に焼夷弾

が降ってきたのが１0日零時８分、空襲
警報発令は７分後でした。「天皇の睡眠

を妨げる」との理由が後にわかります。

約２時間半の空襲で約２０万発の焼夷弾

が投下されました。

この空襲は、周辺に火の壁をつくり退

路を断つという残虐な無差別絨緞爆撃で、

火は風速20～30ｍの北風にあおられ、一
瞬のうちに下町は火の海と化しました。

江東区内には、空襲の死者を悼む多く

の石碑や地蔵尊があり、今も空襲の惨事

を伝えています。区役所前の母子像「希

(ねが)い」は区民の「空襲慰霊碑を作る
会」の10年にも及ぶ署名運動や空襲展な
どでの訴えで、82年３月10日に建立され
たものです。

江東区では、その後、新たに「核戦争

を許さない江東平和宣言」を求める運動

がくりひろげられた結果、86年12月12日、
江東区議会は全員一致でこの宣言を採択

し、13日「江東区平和都市宣言」を発表
しました。これは、東京大空襲でもっと

も大きな被害をうけた江東区民の「東京

大空襲の惨禍を二度と繰り返すな」とい

う決意のあらわれです。

(注) 空襲の実相は、早乙女勝元氏ら
記録する会編「東京大空襲・戦災誌」５

巻にまとめられ、都教組江東支部も「炎

の街」「町は火の海」を刊行。71年以来、
毎年３月には「東京大空襲を語り継ぐつ

どい」を、2002年３月に北砂１丁目に開
設された東京大空襲・戦災資料センター

とともに開催しています。
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概説

(60)「焼死した人たち」

９

月

４

日

、

赤

門

浄
心

寺

で

「

亀

戸

事

件

93
周

年

追

悼

会

」

が

開

か

れ

ま

し

た

。

追

悼

会
に

は

、

日

本

国

民

救

援

会

、
日
本

共
産

党
、

日
本

民
主

青
年

同
盟

な
ど
の

諸
団

体

・

個

人

73
名

が
参

加

し
ま

し
た

。

☆

行
事
日
程

☆

○

10
月

１
日（

土

）
11
時
〜

（
ゆ
め
工
房
な
ど
）

◆

ゆ

め
ま

つ
り

○

10
月

６
日（

木

）
13
時

15
分

〜

◆

江

東

区

職

労

第

6 5
回

定

期

大

会

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
レ
ク
ホ
ー
ル
）

○

10
月

10
日（

祝

）
14
時

〜

◆

江
東
上
空
の
飛
行
計

画
撤
回
を

求
め
る

学
習
会

（
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○

10
月

30
日（

日

）
10
時

30
分

〜

◆

江
東
健
康
友

の
会
深

川
支
部

第
2 1
回
健

康
ま
つ
り
（
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
）

◆
江
東
生
活
と
健
康
を
守
る
会
が
学
習
決
起
集
会

江

東

生
活

と

健

康

を

守

る
会

（

佐

藤

巌

会

長

）

は
「

国

民

共

同

の

運

動

で
平

和

的

生

存

権

守

ろ

う

」

を
ス

ロ

ー

ガ

ン

に

掲
げ

た

９

月

の

全

国
大

会

方

針

を

深

く

理

解
す

る

た

め

、

８

月

26
日

に

学
習

決
起

集

会
を

開

催
し

ま

し
た

。
会

場

の
区

民

セ
ン

タ

ー
に

は

36
人

が
参

加

し
ま

し

た
。

追

悼

の

挨

拶

を

す

る

あ

ぜ

上

三

和

子

都

議

坂口忠男会 長の講演 を聞 く参加者

当
日
は
「
江
東
区
民
の
上

空
を
２
〜
３
分
に
１
機
の
飛

行
機
が
飛
び
、
甚
大
な
航
空

機
騒
音
に
よ
る
生
活
環
境
の

悪
化
や
、
重
大
事
故
が
発
生

し
た
際
の
被
害
な
ど
想
像
を

絶
す
る
事
態
が
生
ま
れ
ま
す
」

と
危
険
性
を
訴
え
て
「
ご
存

知
で
す
か
？
江
東
区
上
空
を

低
空
飛
行
！
」
の
ビ
ラ
配
布

と
署
名
行
動
を
１
時
間
行
い

ま
し
た
。
ビ
ラ
は
２
２
０
枚

配
布
し
、
署
名
は
78
人
の
方

か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

国
交
省
の
２
０
２
０
年
か

ら
の
羽
田
の
国
際
線
増
便
の

た
め
の
飛
行
経
路
の
変
更
を

知
ら
な
い
人
が
多
く
、
今
後

の
飛
行
計
画
を
心
配
を
し
て

い
る
人
も
少
な
か
ら
ず
い
ま

し
た
。

８

月

28
日

、

「

江

東

区
上

空

の

低

空

飛

行

計

画

撤

回

を

求
め

る
会

」
は

東
陽

町
西
友

前
で

宣
伝

活
動

を
し

ま
し

た

。
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